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出場生徒及び結果一覧
○介護技術の部

優良賞 ２年福祉科 洲﨑愛梨 石村星 伊藤優花 下田麗美
○ベッドメーキングの部

優秀賞 １年福祉科 田中瑠奈 山内瑞稀

７月１１日土曜日に、熊本市男女共同参画センター「はあもにい」で行われました、第５

回高校生介護技術コンテストに福祉科から６名の生徒が出場しました。出場した生徒たちは

毎日の朝錬に励み、夕方は日が暮れるまで一生懸命練習していました。当日は、ドーム型の

立派な会場とたくさんの観衆に物怖じすることなく、練習の成果を発揮することができ素晴

しい成績を残すことができました。

※大会当日は、一年福祉科で応援に行きました！

２年生では、介護の基礎 を学びます。生活に必要な

全ての実習に取り組みます。また、昨年度からは医療的ケアの見学実習も追加さ

れ、介護の重度化にも対応できる能力を身につけます。

１年生の時から徹底していた、「利用者の方に目

線を合わせてお話しをする姿勢」も自然ととれる

ようになり、充実した日々を送っているようです。
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介護技術コンテストは、福祉系高校で学ぶ熊本県の高校生が介護技術とディスカッション、ベッド

メーキングを競い、福祉系高校生の介護技術を高めるとともに、様々な介護場面において、適切かつ

安全に支援できる能力と態度を育成し、生徒同士の交流を深めるために開催されるようになり、今回

で５回目を迎えます。介護技術部門で優勝した高校は九州大会への切符を手にすることができ、福祉

を学ぶ高校生にとってこの大会は日頃の学習の成果を確認できる大切な大会です。

１年生では、通所介護、通所リハビリテーション、生活介護

等のサービスを提供している施設で実習に取り組みます。入学して、学んだ技術

を精一杯活かしながら利用者の方とお話をします。排泄の介助や食事

の介助はまだ勉強していないので、レク

リエーションの援助や健康チェックが中

心となりますが。できる事を自分で探し

ながら積極的に頑張っています。

３年生は１年間に２０日の実習に出かけます。１・２年生

よりも、はるかにレベルアップし介護計画を立案し、実施するという課題に取り

組みます。担当する利用者の方のことを一番に考え、その方が望む支援を提供で

きるので、利用者の方をより深く知ることが

でき実習が終る頃には家族のような気持ちが

生まれ学校に戻りたくなくなります。

介護のやりがいを実感する瞬間です。

さすが３年生！踊る

余裕も出てきます
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7 月 8 日（水）、県立農業大学校を会場に熊本県学校農業クラブ連盟農業鑑定競技
大会（自営コース）が開催されました。農業科から６名が出場し、農業科 3 年の福島
さんが入賞しました。

優秀賞 農業科 3 年 福島さん

優秀賞の福島さんは 10 月 20 日から群馬県で実施される全国大会に出場します。
全国大会では最優秀賞をとれるようにこれからも頑張ってください。

部活動紹介③ バレーボール部 「こころつながらずして、ボールつながらず

ボールつながらずして、こころつながらず」
バレー部は、チームワークを大切にして、日々の練習を頑張っています。

夏休みは「春高バレーの予選」に向けて一人ひとりが目標をもって取り組

んでいます。新チームとなって始めての試合となります。勝利を目指して

チーム一丸となってこの夏を気合で乗り切ります！！

部活動紹介④ 茶道部 「一期一会」和の心に学ぶ
芦北高校茶道部です。ただいま部員は、二年生女子八名のみです。

長年ご指導いただいた表千家の吉田ミホ先生が昨年度ご勇退され、と
てもさびしく思っています。華やかな活動はありませんが、続けるこ
との大切さを受け継ぎ、茶の道に精進したいと思います。芦高祭では、
お手前をご披露しますので、是非足をお運び下さい。

６月２５、２６日に農業高校の甲子園「第 66 回日本学校農業クラブ全国大会」の熊本県予
選会である『熊本県学校農業クラブ年次大会』が山鹿市民交流センターで行われました。

本校からは５区分にエントリーし、日頃の学習の成果を発表しました。
出場者は以下の通りです。

意見発表 区分「食料・生産」 ３年農業科 新村さん
発表題 『食の安心安全を食卓へ』

区分「環境」 ３年林業科 山口君
発表題 『森と人をつなぐ』

区分「文化・生活」 ３年林業科 緒方さん
発表題 『自然を感性に』

プロジェクト発表 区分「環境」 ３年林業科 田川君、川本君、宮本君、米村君
発表題 『森からつながる！緑の絨毯～林業技術を活用した、

環境・ヒト・地域を循環する故郷保全活動』
区分「文化・生活」 ３年林業科 中島君、原屋君、諌山君、塚本君

松岡君
発表題 『芦高版☆「木育」活動プデュース』

結果は、出場した５区分中４区分で２位の優秀賞でした。また、意見発表（食料・生産）
に出場した新村さんも入賞は逃しましたが、一生懸命頑張りました。

出場者は発表練習や記録簿の整理に朝早くから夜遅くまで頑張りました。皆さん、お疲れ様
でした。

来年度は本校が事務局となるため、大会式典では、本校校長
と県連副会長の農業科 2 年山田さんが挨拶をしました。あしき
た青少年の家を会場に平成 28 年 6 月 24 日(木)～25 日(金)に
実施する予定です。

７月３日（金）、総合学習室にて、熊本県就業支援等プロジェクト事業を活用した生徒の
技術・技能向上講習会「フラワーアレンジメント」を、３名の講師においでいただき実施
しました。

普段から鉢花や草花に触れる機会の多い生徒達ですが、それとは
違った美しさを持つ切花を自分の思い通りの作品にすることの大
変さをしっかりと学んだようです。 また、講師の先生方の高い技
術を見て「プロの技」の一端に触れることができ、感動を味わった
あっという間の１日でした。

講師の先生方ありがとうございました。

7 月１０日（金）、熊本県林業研究指導所を会場に熊本県学
校農業クラブ連盟農業鑑定競技大会（林業の部）が開催されま
した。林業科から６名が出場、残念ながら入賞はありませんで
した。

大会には、オープン参加として、1･2 年生も出場し参考記
録ですが良い結果が出せました。来年度、最優秀賞を奪還する
為にこれから頑張ります。


